
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　
　
　

　

　
　

　

　

【請求項２】
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シート（２）の温度制御および換気のためのデバイスであって、該デバイスは、
該シート内に設置された電気ヒーター（３）と、
冷却エレメント（５）とファン（６、９）とを備えた冷却デバイス（１）であって、該

シート（２）の下方側から該シートの座席表面に向かう方向に冷気を吹くように構成され
た冷却デバイスと、

該電気ヒーター（３）に接続された検出器ユニット（８）であって、該電気ヒーター（
３）における温度（Ｔ）を検出する検出器ユニット（８）と

備え、
制御ユニット（４）は、該検出された温度（Ｔ）に少なくとも依存して、該冷却デバイ

ス（１）と該電気ヒーター（３）とを同時に起動するように構成されており、
該冷却デバイス（１）は、該シート（２）とユーザとを冷却および乾燥するために、該

シート（２）の対流冷却を与えるように構成されており、
該電気ヒーター（３）は、該起動された冷却デバイス（１）によって生じ得る局所的な

過度の冷却を低減するように、該座席表面（７）に接触している該ユーザの露出された領
域に局所的な熱供給を与えるように構成されていることを特徴とする、デバイス。

前記検出された温度（Ｔ）は、前記冷却デバイス（１）からの伝導性冷却および対流性
冷却と、前記電気ヒーター（３）からの伝導性加熱とを共に表すことを特徴とする、請求



【請求項３】
　

【請求項４】
　

【請求項５】
　

【請求項６】
　

【請求項７】
　

【請求項８】
　

【請求項９】
　

【請求項１０】
　

【請求項１１】
　

【請求項１２】
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項１に記載のデバイス。

前記シート（２）の冷却デバイス（１）は、前記シート（２）に接続されるように構成
されていることを特徴とする、請求項１または２に記載のデバイス。

空調機器（１０）は、前記シート（２）に接続されるように構成されており、該シート
（２）の冷却デバイス（１）は、該空調機器（１０）に接続されるように構成されている
ことを特徴とする、請求項１または２に記載のデバイス。

前記ファン（９）は、前記空調機器（１０）に接続されるように構成されていることを
特徴とする、請求項４に記載のデバイス。

前記シート（２）の冷却デバイス（１）は、該シート（２）に接続されるように構成さ
れた空調機器（１０）から成ることを特徴とする、請求項１または２に記載のデバイス。

前記冷却デバイス（１）は、前記空調機器（１０）に接続されるように構成されたファ
ン（９）を含むことを特徴とする、請求項６に記載のデバイス。

湿度センサ（２８）は、湿度を検出するために、前記シート（２）の座席表面（７）に
接続されるように構成されていることを特徴とする、請求項１～７のいずれか一項に記載
のデバイス。

前記検出器ユニット（８）は、第１の温度センサ（８ａ）と別の温度センサ（８ｂ）と
を少なくとも含み、該第１の温度センサ（８ａ）は、前記電気ヒーター（３）上に、また
は、該電気ヒーターの近傍に配置されており、該別の温度センサ（８ｂ）は、該電気ヒー
ター（３）から所定の距離をおいて配置されていることを特徴とする、請求項１～８のい
ずれか一項に記載のデバイス。

前記温度センサ（８ａ、８ｂ）は、前記制御ユニット（４）に入力される重畳された検
出値が取得されるように接続されていることを特徴とする、請求項９に記載のデバイス。

中央接続（１４）は、前記２つの温度センサ（８ａ、８ｂ）の間に設置されており、該
中央接続は、前記制御ユニット（４）に該温度センサ（８ａ、８ｂ）についての情報を与
えるように構成されていることを特徴とする、請求項９または１０に記載のデバイス。

シート（２）の温度制御および換気のための方法であって、該シート（２）は、該シー
ト内に設置された電気ヒータ（３）と、冷却エレメント（５）とファン（６、９）とを含
む冷却デバイス（１）であって、該シートの下方側から該シートの座席表面（７）に向か
う方向に冷気を吹く冷却デバイス（１）と、該電気ヒーター（３）に接続された検出器ユ
ニット（８）であって、該電気ヒーターにおける温度（Ｔ）を検出する検出器ユニット（
８）とを備え、

該方法は、
制御ユニット（４）が、該検出された温度（Ｔ）に少なくとも依存して、該冷却デバイ

ス（１）と該電気ヒーター（３）とを同時に起動すること
を包含し、
該冷却デバイス（１）は、該シート（２）とユーザとを冷却および乾燥するために、該

シート（２）の対流冷却を与え、
該電気ヒーター（３）は、該起動された冷却デバイス（１）によって生じ得る局所的な

過度の冷却を低減するように、該座席表面（７）に接触している該ユーザの露出された領
域に局所的な熱供給を与える、方法。



【請求項１３】
　

【請求項１４】
　
　

　

　
　
　

【請求項１５】
　

【発明の詳細な説明】
【０００１】
　（技術分野）
　本発明は シートを冷却するデバイスおよび方法に関する。
【０００２】
（背景技術）
快適性および安全性のため、例えば、車両のシートの換気および／または冷却が用いられ
る。従って、車両内のドライバのシート、ならびに他のシートは、特別な冷却デバイス、
例えば、電気ペルチェ素子の形態によって、または、電流表面に風を吹きつけるファンデ
バイスによって、あるいは、これらの組合せによって、冷却されるように構成される。こ
のような冷却素子またはファンは、製造時に、シート内、または、それぞれのシートの背
もたれに設置され得る。さらに、冷却素子およびファンは、それぞれ、電流を供給する電
源ユニットに接続される。従来の公知の技術による制御システムは、時間制御する種類の
もの、すなわち、純粋なタイマー機能を有し、所定の期間、冷却素子を制御して適切な温
度にし、ファンを制御して適切な回転数にするものである。
【０００３】
従来の公知の冷却デバイスの問題点は、それぞれのシートが、表面上で、すなわち、車両
内の乗員が感じる表面上で、精密に調節された温度および乾燥度になる必要があることが
望ましいことに関する。このため、ファンの強さに応じた冷却素子の温度は、センサユニ
ット、例えば、シート内に配置され、制御ユニットに接続された温度センサによって制御
され得る。検出器ユニットおよび制御ユニットによって、利用可能な温度が検出され得る
。制御ユニットは、例えば、トランジスタまたはリレー技術に基づき得、冷却素子および
／またはファンに電流を供給する、電流供給回路も含む。
【０００４】
この従来公知のシステムは、通常は、信頼できる様態で、車両シートの表面を冷却および
乾燥するが、ある特定の欠点がある。この欠点は、従来公知のシステムは、タイマー制御
または手動制御されて、冷却素子およびファンを用いて、やや制御されない様態で、シー
トを冷却および乾燥することである。これは、冷却風を介する冷却が、殆ど、対流によっ
てのみ行われることに起因する。これは、ユーザの局所的な過度の冷却につながり得、こ
れ自体が健康に害を及ぼし得る。
【０００５】
従来公知のシステムのさらなる欠点は、暖かく湿ったユーザが、シートを乾燥する間、身
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前記検出された温度（Ｔ）は、前記冷却デバイス（１）からの伝導性冷却および対流性
冷却と、前記電気ヒーター（３）からの伝導性加熱とを共に表すことを特徴とする、請求
項１２に記載の方法。

前記方法は、
前記電気ヒーター（３）上、または、該電気ヒーター（３）の近傍における温度（Ｔ１

）を検出するステップと、
該電気ヒーター（３）から所定の距離における第２の温度（Ｔ２）を検出するステップ

と
を包含し、
該温度の両方は、温度値（Ｔ）を生成し、
該温度値（Ｔ）は、制御を実行するときに所望の温度値（ＴＢ ）と比較されることを特

徴とする、請求項１２または１３に記載の方法。

前記測定された温度値（Ｔ１、Ｔ２）のそれぞれは、該測定された温度値（Ｔ１、Ｔ２
）の間の区間にある重畳された共通の温度値に追加されることを特徴とする、請求項１４
に記載の方法。

、



体に直接冷却風を当てられることである。ユーザは、冷たく湿った感じを受け、従って、
ユーザは不快である。冷却が空気を直接身体に吹きつけることによって行われず、シート
の伝導による冷却によって行われても、冷たく湿った表面は、不快であると感じられ得る
。
【０００６】
従来公知の技術のさらなる欠点は、シートの素早い冷却が、シートの材料に、負の方向の
影響を、シートの材料がより不快な低い温度になるように、与えることである。
【０００７】
従来のシステムのさらなる欠点は、シートの冷却デバイス用の特別なセンサを有する制御
デバイスは、スペースをとり、高価であることである。
【０００８】
（発明の開示）
従って、本発明の主な目的は、上記の欠点が解消され、調節の間の表面温度および表面乾
燥度が、乗員にとってより快適になる、冷却デバイスを含む、車両シートの向上した冷却
、乾燥、温度制御および換気を提供することである。この目的は、特徴が添付の請求項１
に記載されているプリアンブルに述べられている種類のデバイスによって達成される。こ
のようなデバイスにおいて、シートは、電気ヒーターと、電気ヒーターに接続され、電気
ヒーターでの温度を検出する検出器ユニットとを含み、冷却デバイスおよび電気ヒーター
は、少なくとも検出された温度から独立して、作動される。また、この目的は、プリアン
ブルに述べた種類の手順によっても達成される。この手順において、シートは、電気ヒー
ターと、電気ヒーターに接続され、電気ヒーターでの温度を検出する検出器ユニットとを
含み、冷却デバイスおよび電気ヒーターは、少なくとも検出された温度から独立して、作
動される。
【０００９】
本発明のさらなる目的は、車両に、危険な状況が迫っていることにドライバの注意を引く
手段である、セキュリティシステムを提供することである。この目的は、冷却デバイスが
、ドライバの所定の標準値からの偏差、または車両の走行状態の所定の標準値からの偏差
を検出するように構成された外部の検出器を介して制御されることによって特徴付けられ
るセキュリティシステムによって達成される。従って、冷却デバイスは、危険な状況に、
ドライバの注意を引くように作動され得る。例えば、ドライバが居眠りしているかが検出
される場合に、冷却デバイスが、刺激するために作動され得る。
【００１０】
従来公知の技術の現行の問題点を考慮すると、本発明は、ユーザが従来公知の技術におい
て現存する不快さを味わうことなく、シートおよびユーザを素早く冷却または換気させる
、シートの冷却または換気をする手順およびデバイスに関する。対流冷却を高温に保つこ
とによって、短い乾燥時間が得られる。公知の手順における欠点を取り除くため、本発明
は、局所的に冷えることを低減するように、ユーザの露出された部分への局所的な伝導性
の熱供給に基づく。これにより、シートおよびユーザの乾燥時間も短くなる。さらに、あ
まり、空間を取らない、素早く、良好で、安価な調節を達成するため、本発明は、可能な
限り、すでに利用可能な機器に基づく。
【００１１】
車両シートに関しては、座席表面および背もたれ部品などの車両シート部品の全てが考慮
される。すなわち、本発明は、全ての部品、例えば、座席表面および背もたれ部品におい
て自由に実施され得る。本発明は、シートの換気のみにも用いられ得る。すなわち、冷却
はない。換気は、しばしば、シートの座席表面よりも、シートの背もたれ部品でより重要
である。
【００１２】
有用な実施形態は、添付の特許請求の範囲から明らかである。
【００１３】
本発明は、好適な実施形態の例および添付の図面に関して、以下に説明される。
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【００１４】
（発明を実施する形態）
説明する文章に関して記載される実施形態は、本発明の実施例としてだけみなされるので
はなく、本発明の詳細な説明としてもみなされる。図および実施形態は、主にシートの座
席表面を示しているが、本発明は、シートの全てのシート部品、座席表面および背もたれ
部品などの上で自由に実施され得る。本発明は、シートの換気のみに用いられてもよい。
すなわち、冷却が欠けている場合がある。換気は、シートの座席表面よりも、シートの背
もたれ部品についてより重要であることが多い。
【００１５】
図１は、本発明の第１の実施形態によるデバイスの回路図である。第１の実施形態による
と、本発明は、車両内のシート２用の冷却デバイス１（破線の矩形で示す）と、シート２
を加熱する電気ヒーター３とともに用いられるよう意図される。図に、原則として、制御
ユニット４を示すが、内部の部材および接続は示さない。図において、制御ユニット４と
の電気接続は、破線で示される。
【００１６】
冷却デバイス１は、シート２内に、またはシート２に関連付けられて設置され、冷却素子
５、例えば、ペルチェ素子と、ファン６とを含む。ファン６は、本明細書中、吹き出しフ
ァン６と呼ばれ、冷却素子５を介して、シート２内を通じ、座っている乗員が接している
座席表面７の底部側の方向に、空気を吹き付ける。冷却素子と吹き出しファンとの両方は
、電気接続を介して、制御ユニット４によって制御されるが、手動制御に切り換えられて
もよい。制御ユニット４は、冷却素子５の冷却力を制御する。ペルチェ素子に関しては、
これは、電流の強度の制御を介して行われ、空気は、吹き出しファン６から、例えば、吹
き出しファン６の回転数を変えることによって、流れる。
【００１７】
従来公知の技術によると、今日の車両においては、電気的に加熱可能なシートが快適さと
安全性のため用いられる。従って、車両内のドライバのシート、ならびに他のシートは、
それぞれのシートにおける加熱コイルの形に設置される導電性ワイヤの形で、特別な電気
ヒーターによって加熱されるように構成される。このような電気ヒーターは、通常、製造
時に、シートおよびそれぞれのシートの背もたれに設置される。さらに、電気ヒーターは
、電流を供給する電源ユニットに接続される。従って、電気ヒーターは、適切な温度まで
加熱され得る。
【００１８】
このような公知の電気ヒーターは、例えば、制御ユニットに接続された温度センサを含む
、検出器ユニットによって制御される。検出器ユニットおよび制御ユニットによって、利
用可能な温度が検出され得る。制御ユニットは、例えば、トランジスタまたはリレー技術
に基づき得る、電流を電気ヒーターに供給する電源回路（図示せず）も含む。従って、制
御ユニットは、加熱が必要とされる場合、ある特定の電流を、電気ヒーターを通じて、シ
ート内である特定の所望の値の温度が得られるまで、供給するように構成される。この所
望の値の調節は、例えば、固定抵抗器によって、または、車両内の乗員によって操作され
る調節可能なポテンシオメーターによって、あるいは、制御ユニット内の制御アルゴリズ
ムまたは外部マイクロプロセッサもしくはコンピュータによって、行われ得る。
【００１９】
図１を参照して、本発明の第１の実施形態によると、電気ヒーター３において検出器ユニ
ット８が用いられて、シート２の温度が検出され、制御ユニット４に温度についての情報
が供給される。これについては、以下に詳細に説明する。適切な検出器ユニットは、好ま
しくは、例えば、ＮＴＣ（負の温度係数）タイプのサーミスタを含む。また、制御ユニッ
トは、例えば、例えば、トランジスタまたはリレー技術に基づき得る、電流を冷却素子５
およびファン６に供給する電源回路（図示せず）をさらに含む。従って、冷却が必要な場
合、制御ユニット４は、ある特定の電流を、冷却素子５およびファン６を通じて、シート
内である特定の所望の温度が得られるまで、供給するように構成される。この所望の値の
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調節は、例えば、固定抵抗器によって、または、車両内の乗員によって操作される調節可
能なポテンシオメーターによって、あるいは、制御ユニット４または別個の制御ユニット
内の制御アルゴリズムによって、行われ得る。制御ユニット４は、検出器ユニット８から
測定された値を用いて、制御ユニット内の制御アルゴリズムがいかに作られたかに依存し
て、シートの加熱と冷却との両方について、シートの温度制御を行う。制御ユニット４は
、制御する。その後、制御ユニット４は、電気ヒーター３に対して冷却素子５および吹き
出しファン６に提供される電流量を判定することによって、シート２の冷却手順を制御す
る。このことによって、加熱力に対する、所望の冷却力および空気量が提供される。シー
ト２が非常に暖かい場合、例えば、太陽が照らしていた場合、ユーザが最大の快適さを素
早く得られるようにするため、シートを素早く冷却することが必要になる。また、例えば
、発汗した後で、または、シートの高温のせいで、ユーザが湿っている場合、ユーザを素
早く乾燥させることも重要なことである。冷却デバイス１のみが用いられる場合、結果と
して、ユーザが、強力に対流によって冷却されることになり、ユーザが、身体とシートと
の間の接触面で冷たく湿った感覚を受けることになり得る。接触面での冷たく湿った感覚
を避けるため、本発明によると、電気ヒーター３が用いられ、電気ヒーター３は、上記の
通り制御され得、ここでは、シートの温度を増大させるために用いられる。このことによ
って、シート表面７とユーザとの間の接触表面における局所的伝導加熱が得られ、このこ
とによって、ユーザおよびシート表面の素早い乾燥が行われ、同時に、ユーザが、接触表
面における素早すぎ、且つ、大規模過ぎる対流冷却にさらされることなしに、シート全体
の素早い冷却が行われる。すなわち、上記の構成は、ユーザをリスクまたは不快にさらす
ことなく、強く加熱されたシートを素早く冷却する。シートの素早い乾燥も獲得され、快
適さをさらに向上させる。本発明による構成は、長時間にわたって、例えば、長い旅行に
おける運転中、適切な温度でシート表面７を乾燥した状態に維持するように、連続的な制
御をも可能にする。電気ヒーター３を使用することによって、低すぎる温度では、固く、
不快になるシート材料がより良好な温度になる。
【００２０】
検出器ユニット８は、調節が制御ユニット４に開始値を提供し始める前に、温度を検出す
る。制御ユニット４は、冷却または加熱が必要であるか否かを判定する。手動制御手段は
、冷却または加熱が開始されるか否かをユーザに判定させるように、制御ユニットにも接
続され得る。また、検出器ユニット８は、シート２の冷却の間と、加熱の間と、両方の温
度とを検出する。冷却の間、検出器ユニットは、伝導性冷却および対流冷却の両方にかけ
られ、用いられる検出器のタイプがいずれであるかに依存して、冷却を表す温度の測定値
が得られ得る。制御ユニット４は、冷却デバイス１の開始に関連させて、あるいは、制御
アルゴリズムおよび／または検出器ユニットの温度の測定値に依存して選択されたときに
、電気ヒーター３を開始させ得る。
【００２１】
本発明の第１の実施形態によるシステムは、さらなるファン９が追加され得る。このファ
ン９は、車両内において、すでに利用可能な空調機器１０内、または空調機器１０に関連
して有利に設置され得る。空調機器におけるファン９は、シート２におけるファン６の代
わりともなり得る。２つのファン６および９は、別々に用いられてもよいし、組み合わせ
て用いられてもよい。このような構成による利点は、シート２の空気量を増大させるため
に、ファン６および９が同時に用いられ得ることである。他の利点は、シート６における
異なる位置への空気の流れを制御するために、ファン６および９が別々に用いられ得るこ
とである。
【００２２】
図２に、本発明の第２の実施形態を示す。第２の実施形態において、電気ヒーター３の検
出器ユニット８は、シート２の温度を検出し、温度に関する情報を制御ユニット４に提供
するために用いられ、冷却素子５は、空調機器１０に接続された別個の部品であるか、ま
たは、通常、シート２内には設置されないが、車の適切な場所、例えば、エンジン室（図
示せず）に設置される、空調機器１０、例えば、「自動環境制御」（ＡＣＣ）の部品であ
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るかのいずれかである。冷却素子５の後には、冷却された空気は、さらに、空調機器１０
内を、コンジット（図示せず）を介して、シートの必要な冷却が行われるシート２まで導
かれる。空気の流れの制御は、空調機器１０内、または空調機器１０に関連付けられて設
置される吹き出しファン６によって、あるいは、シート２とともに実行され得る。固定の
回転数で動作する吹き出しファン６については、空気の流れは、制御ユニット２によって
制御される適切なチョークデバイス（図示せず）を用いることによって制御され得る。第
１の実施形態について述べてきた利点と同じ利点が、電気ヒーター３との組合せで獲得さ
れる。
【００２３】
図３に示す第３の実施形態において、電気ヒーター３の検出器ユニット８が用いられて、
シート２内の温度が検出され、温度に関する情報が、制御ユニット４に提供される。空気
調節機器１０によって冷却された車内の空気が、シート４を冷却するために用いられる。
その後、冷却ファン６は、車内の空気の一部分がシートに向けられ、シートに向かって制
御され得るような様態で車内に空気を吹き付けるように構成される。吹き出しファン６は
、シート２に関連付けられて、例えば、シート２の下に、または空調機器１０に関連付け
られて、あるいは、任意の適切な場所に設置され得る。第１の実施形態について述べてき
た利点と同じ利点が、電気ヒーター３との組合せで獲得される。
【００２４】
図４に示す第４の実施形態において、電気ヒーター３の検出器ユニット８が用いられて、
シート２内の温度が検出され、温度に関する情報が、制御ユニット４に提供される。空気
調節機器１０によって冷却された車内の空気が、シートを冷却するために用いられる。フ
ァン２６および２９は、ここでは、吸い出し通風ファン２６および２９と呼ばれるが、車
内の空気の一部がシートに向けられ、シートに向かって制御され得るような様態で車内の
空気を吸い出すように構成される。吸い出し通風ファン２６および２９は、図５において
、参照符号２６で示すように、シートに関連付けられて、例えば、シート２の下に設置さ
れ得る。もしくは、吸い出し通風ファン２６および２９は、図４において、参照符号２９
で示されるように、空調機器１０に関連付けられて設置され得る。または、任意の他の適
切な場所にあってもよい。あるいは、これらの２つの吸い出し通風ファン２６および２９
が、同じ構成内で用いられてもよい。図４の構成によって得られる利点は、センサ８が、
例えば、シート表面７を通過したばかりの空気、すなわち、ユーザの身体に最も近い空気
による温度を検出することである。このことによって、制御が、目標の温度／所望の値、
すなわち、シート表面７の温度に対応する温度により基づく測定値に依存する。第１の実
施形態について述べてきた利点と同じ利点が、電気ヒーター３との組合せで獲得される。
【００２５】
図５に示す第５の実施形態において、電気ヒーター３の検出器ユニット８が用いられて、
シート２内の温度が検出され、温度に関する情報が、制御ユニット４に提供される。空気
調節機器１０によって冷却された車内の空気が、シートを冷却するために用いられる。そ
の後、吸い出し通風ファン２６および２９は、車内の空気の一部が、シートに向けられ、
シートに向かって、その後、シートの表面から床に向かって制御され得るような様態で車
内の空気を吸い出すように構成される。吸い出し通風ファン２６および２９は、図４にお
いて、参照符号２６で示すように、シートに関連付けられて、例えば、シート２の下に設
置され得る。もしくは、吸い出し通風ファン２６および２９は、図４において、参照符号
２９で示されるように、空調機器１０に関連付けられて設置され得る。または、任意の他
の適切な場所にあってもよい。シート表面７の後に吸い出された空気の流れに関連して、
シート表面７を通過したばかりの空気、すなわち、ユーザの身体に最も近い空気の流れの
下流に、湿度センサが設置され、空気の流れにおける湿度の度合いを検出する。湿度の度
合いは、ユーザの湿度およびシート表面７の湿度に依存する。湿度センサ２８は、温度お
よび湿度の両方に依存して、空気の流れを制御し得る制御ユニット４に提供する。この構
成によって得られる利点は、ファン２６、空調機器１０、および電気ヒーター３の最適な
調節が行われることであり、これらのユニットの使用が最適化され、ユーザが、最も快適
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になるように最適に乾燥および冷却されることである。第１の実施形態について述べてき
た利点と同じ利点が、電気ヒーター３との組合せで獲得される。
【００２６】
全ての実施形態（図１～５を参照）によって、上記の構成を制御するために、外部および
内部の他のユニットと通信し得る通信ユニット１３を含む制御ユニット４が用いられる。
ＰＣＴ／ＳＥ９９／００２６１によって、制御ユニットに接続された電気ヒーターを含む
車両シートを暖めることを意図するデバイスおよび手順がある。制御ユニットは、電気ヒ
ーターを通って電流を供給する電流供給手段を含み、シートが暖められることを可能にす
る。さらに、制御ユニットに接続された温度センサがあり、温度センサは、電気ヒーター
における温度を検出する。ここで、制御ユニットは、測定された温度が所定の所望の値に
達しない場合に電流を供給するように配置される。制御ユニットは、さらに、情報を転送
する転送チャネルを介して、離れた操作（ｍａｎｏｅｕｖｒｉｎｇ）ユニットから情報を
受信する通信ユニットを含む。ＰＣＴ／ＳＥ９９／００２６１の開示によって、転送され
た情報を介して制御ユニットを操作する少なくとも１つの機能ユニットが、操作ユニット
に接続される。操作ユニットは、従って、少なくとも機能ユニットの状態によって情報を
生成するためのプログラムされた論理機能、および、通信ユニットに情報を送信するため
のプログラムされた機能を含む。
【００２７】
ＰＣＴ／ＳＥ９９／００２６１で用いられる操作ユニットは、車両シートを暖めるための
簡略化されたデバイスおよび簡略化された手順を提供することを可能にする。ＰＣＴ／Ｓ
Ｅ９９／００２６１の開示によって、経済的に有利な解決策が提供される。なぜならば、
操作ユニットが、非常にコンパクトな方法で、比例する安価な標準電子構成要素から製造
され得、例えば、現在の車両のモデルまたはタイプの車両シートのために必要な機能を提
供するためにプログラムされ得るからである。
【００２８】
ＰＣＴ／ＳＥ９９／００２６１によるデバイスは、好適には、自動車において中央処理装
置などから完全に離れて動作する。従って、このような中央処理装置の特別な適応は必要
でない。ＰＣＴ／ＳＥ９９／００２６１の開示によるデバイスおよび手順は、モジュール
方式の概念に基づく。この概念において、標準化することが可能な少量の簡単な電子構成
要素によって、多大な適応性が得られる。
【００２９】
ＰＣＴ／ＳＥ９９／００２６１の開示によって、情報は、所望の温度に関する情報を含む
。ここで、操作デバイスは、操作デバイスに格納されている車両シートのデザインに関す
る情報を始めとする情報を生成するように配置される。ＰＣＴ／ＳＥ９９／００２６１は
、従って、例えば、本発明による熱および換気の制御に用いられ得るデバイスおよび手順
を開示する。
【００３０】
情報を転送するための構成は、ＰＣＴ／ＳＥ９７／０１１７１から公知である。転送は、
特定の所定の期間ｔ１ の周期的な経過の後、制御ユニット４と中央処理装置１１との間の
情報によって制御される。情報の転送は、所望の温度の値ＴＢ の特定の所望の値に対応す
る情報が、中央処理装置１１から制御ユニット４に転送されるという基本的な概念に基づ
く。好適には、情報の転送は、反対方向（すなわち、制御ユニット４から中央処理装置１
１）にも起こる。制御ユニット４からのこのさらなる情報の断片は、ステータス情報を適
切に含み得る。全期間ｔ１ のうち、特定の期間ｔ２ の間、制御ユニット４から中央処理装
置１１への転送が実行され、別の期間ｔ３ の間、中央処理装置１１から制御ユニット４へ
の転送が実行される。ＰＣＴ／ＳＥ９７／０１１７１に開示される転送は、同じ機器が異
なるシートで用いられ得るように、本発明と組み合わせて用いられ得るため、制御手順を
制御する制御アルゴリズムのみを変える必要がある。
【００３１】
ＰＣＴ／ＳＥ９７／０１１７２によって、電気ヒーターを通って電流を供給するように配
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置された、制御ユニットに接続された電気ヒーターを含むシートを暖める手順がある。Ｐ
ＣＴ／ＳＥ９７／０１１７２の開示によって、この手順は、電気ヒーターと関連する現在
の温度の検出を含み、さらに、現在の温度が所定の所望の値に達しない場合に電気ヒータ
ーを通って電流を供給することによる温度の調整を含む。ＰＣＴ／ＳＥ９７／０１１７２
の開示によって、本発明は、所望の温度ＴＢ に対する追加の値ΔＴの判断を含むという基
本的な概念に基づく。この追加の値は、調整と関連して、所定の所望の温度に加えられる
。追加の値は、正または負であり得る。本発明は、わずかに「高すぎる」（または、「低
すぎる」）値の所望の温度が用いられている場合の補償を認める。従って、特定のシート
のデザインへの個々の適応が調整される。すなわち、同じ機器が異なるシートに用いられ
得、変える必要があるのは、制御手順を制御する制御アルゴリズムだけである。従って、
本発明と組み合わせて用いることが認められる。
【００３２】
要するに、公知の技術によって、通信ユニット１３の目的は、主に、電気ヒーター３の温
度制御のための所望の値ＴＢ に関する情報が、中央処理装置１１の形をとる外部ユニット
から制御ユニット４に転送されたかどうかを認識することである。好適には、中央処理装
置１１は、例えば、車両の気候制御機器、車両の点火システム、または同様の目的に用い
られ得る、車両の中ですでに利用可能なコンピュータによって構成される。情報の転送は
、転送チャネル１２を介して行われ、転送チャネルは、好適には、電気ワイヤによって構
成される。
【００３３】
本発明の利点の１つは、すでに利用可能なデータワイヤ（いわゆる、バス）を、車および
現在のシートに用いることである。これによって、椅子に備え付けられている冷却デバイ
スのコストが削減され、空間が節約される。制御ユニットとしてコンピュータを用いる場
合、変化した状態に対処するための多大な適応性が達成される。すなわち、コンピュータ
に、調整に用いる適切なアルゴリズムが入力される。調整のために非常に重要なのはソフ
トウェア（アルゴリズム）であるため、異なるタイプのシートに、同じハードウェア、フ
ァン、電気ヒーター、冷却エレメント、およびセンサが取り付けられ得、経済性に優れる
。正確に調整するためには、ハードウェアがどのような種類のシートに取り付けられたか
をコンピュータに知らせた後で、異なるシートに関する異なるパラメータを備えたコンピ
ュータがこれらの条件に対して調整を行えば十分である。コンピュータは、さらに、コン
ピュータ内にユーザによって選択され得る事前にプログラムされた選択肢（例えば、余分
な空気の流れ、ユーザの服装に応じた温度制御、長旅の運転、または急速乾燥）があり得
るため、ユーザに、ユーザ自身によって快適さを変える可能性を提供する。
【００３４】
図６に示すように、電気ヒーター３と関連して検出器ユニット８が配置され、検出器ユニ
ットは、第１の温度センサ８ａおよび第２の温度センサ８ｂを含み、温度センサは、制御
ユニット４に電気的に接続される。温度センサは、好適には、ＮＴＣ（負の温度係数）タ
イプのサーミスタからなり、サーミスタは、温度Ｔ１およびＴ２にそれぞれ対応する温度
に依存する抵抗Ｒ１ およびＲ２ を示し、抵抗は、センサ８ａおよび８ｂを配置することに
よって、電気ヒーター３に関連して電気ヒーター３からのそれぞれの所定の距離において
検出される。第１の温度センサ８ａは、電気ヒーター３に直接配置され得る、または、電
気ヒーター３の近傍に配置され得る。第２の温度センサ８ｂは、電気ヒーター３から所定
の距離だけ離れた位置（例えば、電気ヒーターが置かれる最大の面を覆うパターンによっ
て規定される２つの線の間）に配置される、または、シートのデザインによって、電気ヒ
ーター３からある一定距離だけ離れた別の位置（例えば、座席表面の近傍）に配置される
。
【００３５】
検出器ユニットが２つの温度センサ８ａおよび８ｂを含むため、２つの温度センサの電流
抵抗の合計からなる重畳検出値（ｓｕｐｅｒｐｏｓｅｄ　ｄｅｔｅｃｔｅｄ　ｖａｌｕｅ
）が求められる。この追加の値は、シート２を暖めている間に所望の値ＴＢ と比較される
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重畳温度の値に対応し、所望の値ＴＢ は、シートの表面上の所望の温度ＴＳ に対応する。
検出された温度が所望の値ＴＢ を超える場合、上記と同じように、電気ヒーターを通して
供給される電流は中断される。温度センサ８ａおよび８ｂの重畳抵抗値は２つの構成要素
からなり、一部は、電気ヒーター３の近傍に配置される温度センサ８ａの比較的早い温度
変化の影響を受ける第１の構成要素であり、一部は、電気ヒーター３から離れて配置され
る温度センサ８ｂの比較的遅い温度変化の影響を受ける第２の構成要素である。これらを
全て合わせて、それぞれの配置に基づく温度制御間のバランスに対応する温度制御が提供
される。温度センサ８ａおよび８ｂの配置を適切に調整することによって、最適の適応さ
れたシートの暖めが得られる。ここで、シートの表面の所望の温度は、単一の温度センサ
が電気ヒーターから比較的離れて配置される場合のように、大きすぎる温度変化を伴うこ
となく、比較的早く得られる。単一の温度センサが電気ヒーターの比較的近くに配置され
る結果のように、シートの遅すぎるウォームアップも得られない。
【００３６】
この種の検出器ユニットのさらなる利点は、電気ヒーター３に、または、その近傍に配置
される第１の温度センサ８ａが、冷却デバイス１によるシートの対流的冷却の間でさえも
、電気ヒーターの温度を検出することである。他方で、電気ヒーターから離れて配置され
る他のセンサ８ｂは、対流的冷却を感知する。これは、シート２の対流的冷却が他の温度
センサ８ｂに影響を与えることを意味する。２つの温度センサ８ａおよび８ｂのうち最も
低い温度センサが、電気ヒーター３の制御サイクルを制御する。これは、シートを冷却す
る間、第２の温度センサ８ｂが電気ヒーター３の制御サイクルを制御することを意味する
。診断のため、または、強化された調整のためのアルゴリズムの測定センタとして、２つ
の温度センサの間に中央接続（ｃｅｎｔｒａｌ　ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ）１４が配置され
得る。中央接続１４が用いられる場合、第１の温度センサ８ａによって検出される電気ヒ
ーター３の温度と、８ｂによって検出される対流的冷却による電気ヒーター３から離れて
いる位置の温度との両方の情報が、制御ユニット４に提供され得る。
【００３７】
この種の検出器ユニットのさらなる利点は、電気ヒーター３がオンになっていない場合、
または、電気ヒーターが欠けている場合でも、ユーザの状態による温度差を判断するため
に検出器ユニットが用いられ得ることである。第１の温度センサ８ａは、ユーザの体に接
するかまたはその近傍（例えば、片方の大腿の下、尻の下、または背中の後ろ）のシート
内に配置され得る。ここで、第１の温度センサ８ａは、ユーザの温度による、空気の流れ
が低い場合の温度を検出する。他のセンサ８ｂは、空気の流れが高い位置に配置され得る
。すなわち、ユーザの体から離れた位置（例えば、ユーザの足の間）に配置され得る。中
央接続１４は、さらに、２つの温度センサ８ａおよび８ｂの情報を制御ユニットに提供す
るために用いられ得、例えば、温度センサの１つが、他のセンサが検出する温度に関連し
て、冷えすぎるまたは暖かすぎる温度を検出するかどうかを判断する、または、温度セン
サが、所定の温度制限（例えば、暖かすぎるまたは冷えすぎる）の温度または制限を越え
る温度を検出するかどうかを判断する。２つの温度センサに関する情報は、制御アルゴリ
ズム（従って、制御ユニット）が、すでに局所的に冷えたスポットの温度をさらに低下さ
せることなくシート内の局所的スポット（例えば、局所的に暖かいスポット）への空気の
流れおよび冷却をより正確に制御するために、例えば、異なるファンおよび冷却エレメン
トを制御する可能性を提供する。
【００３８】
要するに、本発明が、経済的に有利で、かつ、空間を節約するような、電気ヒーター３お
よび検出器ユニット８などのシート内のすでに利用可能な機器、ならびに、これらのユニ
ットに必要なケーブルプリング（ｃａｂｌｅ　ｐｕｌｌｉｎｇｓ）、「データバス」、制
御ユニット４、および中央処理装置１１などの機器を用いることに言及する必要がある。
さらに、シート２を冷却するために冷却デバイス１と共に電気ヒーター３を用いる方法は
、ユーザにとっての対流的冷却の問題なく、ユーザにとっての快適さが最高の急速冷却お
よび急速乾燥デバイスを提供する。さらなる利点は、シートの温度および座席表面の湿気
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を、より早く、より正確に、かつ、より個々に適応して調整する可能性が増加したことで
ある。
【００３９】
図７は、図１～６による構成が、さらに、外部システムに接続され得ることを示す。ここ
で、外部検出器１５は、例えば、目の活動状態を測定する目検出器、脈拍計、呼吸などを
介して運転手の健康状態を測定する。運転手が眠り込んでしまったことを外部検出器１５
が検出すると、制御ユニット４にアルゴリズム（健康アルゴリズム）を開始する信号が提
供される。ここで、健康アルゴリズムを介して車内で利用可能な全ての気候システムが調
整されて、運転手に刺激的な影響を与える。例えば、冷却デバイス１によってか、ファン
の速度および冷却力を増加させてか、冷気、暖気、およびファンを交互に用いてか、また
は、運転手に刺激的な影響を与える任意の他の方法によって、シートを冷却して、運転手
を冷却する。外部システムは、所定基準に対する運転手または車の挙動のずれを検出する
任意のシステムであり得る。
【００４０】
図８は、アルゴリズム（好適には、本発明の任意の実施形態による上記の制御ユニットを
介してデバイスを制御するための、より大きな制御アルゴリズムの一部であり得る湿気ア
ルゴリズム）を模式的に示す。湿気アルゴリズムは、シートの材料が既知であること、な
らびに、公知の科学的な方法によって空気の湿気含有量と空気の温度とを空気の熱容量を
介して関連付けた後で、空気の第１の湿気含有量と関連付けられた特定の所定の空気の温
度と、空気の第２の湿気含有量と関連付けられたさらなる空気の温度（例えば、検出器ユ
ニット８によって測定され得る）とによって、温度差ΔＴおよび湿気含有量の差が提供さ
れることに基づく。湿気含有量の差は、制御ユニット４による換気によって湿気含有量の
差からなる空気の湿気含有量を取り除くために必要とされる期間ΔＴ ｉ ｍ ｅ （例えば、中
央処理装置１１において計算される）を提供する。制御ユニット４は、電流供給ｉによっ
て特定の電力Ｐｈを出すために電気ヒーター３を制御し、電流供給ｉによって特定の流れ
（特定の電力Ｐｆ）を出すように図１～３によるファン６および９を制御し、おそらく、
電流供給によって特定の電力Ｐｃを吸収するように冷却エレメント５を制御する。図８に
おいて、温度が点線で示され、電力Ｐｈ、Ｐｆ、およびＰｃ、ならびに、電流の強さが普
通の実線で示されるが、これらの普通の実線は、等しい量の電力または電流を供給すると
解釈されるべきではなく、時の経過によるアルゴリズムの概略図と解釈されるべきである
。
【００４１】
湿気含有量（従って、期間ΔＴ ｉ ｍ ｅ ）は、さらに、空気の温度および空気の流れの測定
された変化として求められ得る。これによって、電気ヒーター３および／またはファン６
および／または冷却エレメント５が制御される。
【００４２】
特定の温度変化と組み合わされた特定の空気の流れに関して、空気は常に乾燥している、
すなわち、大部分は湿気がない。これは、例えば乾燥の間に、所望の効果を得るために、
電気ヒーター３および／またはファン６および／または冷却エレメント５を制御する際に
用いられ得る。
【００４３】
電気ヒーターの電力の変化は、第１の温度Ｔから特定の温度Ｔ＋ΔＴに達するまでの時間
ｔと組み合わせられて、さらに、空気の湿気含有量の概念を提供する。空気の湿気含有量
の概念によって、電気ヒーター３および／またはファン６および／または冷却エレメント
４の制御の間に制御ユニット４によって湿気制御アルゴリズムにおいて用いられる必要な
期間ΔＴ ｉ ｍ ｅ 、ならびに、例えばシートの乾燥または予備冷却の間に例えばタイマー機
能に十分な時間を提供するために用いられ得る必要な期間ΔＴ ｉ ｍ ｅ が提供される。
【００４４】
本発明は、上記の開示に制限されず、特許請求の範囲内の異なる実施形態が可能である。
例えば、ファンは、ユーザによって操作されるボタン、チェアコンピュータ（ｃｈａｉｒ
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　ｃｏｍｐｕｔｅｒ）、または、別の電子ユニットによって制御され得る。
【００４５】
上記の空調機器１０は、単独のファンからなる簡単な仕切り換気（ｃｏｍｐａｒｔｍｅｎ
ｔ　ｖｅｎｔｉｌａｔｉｏｎ）、または、目的に適した別のデバイスからなり得る。
【００４６】
本発明は、便利なことに、異なるシート部分の換気のためだけに用いられ得る（すなわち
、冷却には用いない）。ユーザの背中は、多くの場合、多湿で暖かいため、本発明による
デバイスおよび手順は、シートの後部の換気および／または暖め／冷却のために用いられ
得る。すなわち、換気のためだけに、ファンがシートの後部に配置され得、本発明による
冷却のために、電気ヒーターおよび冷却デバイスがシートの後部に配置され得る。公知の
技術によって、多くの場合、製造の際に電気ヒーターおよびセンサがシートの後部に配置
される。
【００４７】
冷却デバイス１は、上記と関連しないが、所望の結果を提供する任意の種類の冷却エレメ
ント（それぞれのファン）を含み得る。冷却エレメント１は、例えば、すでに利用可能な
空調機器の一部分であり得、冷却剤は、空調機器から、シートの中またはその近傍に配置
された冷却コイル（図示せず）に導かれる。ファン６、９、２６、および２９は、さらに
、所望の結果を提供する任意の種類の送風／吸引（ｂｌｏｗｉｎｇ／ｓｕｃｋｉｎｇ）デ
バイスによって置換され得る。シート内の特定のスポットにおいて、より局所的な影響を
与えるために、いくつかのファンがシート内に配置され得る。多数のチャネルによって空
気がシート内の所望の位置に導かれ、特別な制御デバイス（例えば、フラップ、スロット
リングデバイスなど）によって空気の流れが判断かつ伝導され得る空調システムがあり得
る。
【００４８】
冷却デバイスは、さらに、制御サイクルを制御するために適切な位置（例えば、シートの
表面）にセンサを配置することによって、電気ヒーターを欠くシート内で用いられ得る。
【００４９】
本発明は、２つの温度センサを有する検出器ユニットの使用に制限されない。原則として
、１つの温度センサしか有さない従来のＮＴＣまたはＰＴＣエレメントが用いられ得る。
【００５０】
温度センサおよび湿度センサは、それぞれ、所望の結果を提供する任意の種類であり得、
制御ユニットに十分な情報を提供するために、選択する必要のない適切な位置に配置され
得る。しかし、２つのセンサの有利な配置は、ユーザの近傍（すなわち、シートの表面の
近傍および／またはシートの後部の表面）である必要がある。センサの数は制限されない
が、多数のセンサが有利に用いられ得る。例えば、電気ヒーターに１つのセンサが用いら
れ、電気ヒーターから離れた位置（例えば、シートの表面）の温度を検出するために１つ
のセンサが用いられ得る。シート内のセンサの位置を変えること以外に、さらに、制御ユ
ニットに情報を提供するために、他のセンサが車内の異なる位置に配置され得る。
【００５１】
本発明による構成は、さらに、ユーザが、例えば、トランスミッタによって（例えば、車
のロックを解除し、アラームをオフにすることによって）、その存在を示す場合、シート
の予備冷却のために用いられ得る。シートの温度調整は、ユーザが車の中に座る前に開始
される。
【図面の簡単な説明】
【図１】　図１は、本発明の第１の実施形態によるデバイスを示す回路図である。
【図２】　図２は、本発明の第２の実施形態によるデバイスを示す回路図である。
【図３】　図３は、本発明の第３の実施形態によるデバイスを示す回路図である。
【図４】　図４は、本発明の第４の実施形態によるデバイスを示す回路図である。
【図５】　図５は、本発明の第５の実施形態によるデバイスを示す回路図である。
【図６】　図６は、公知の技術による検出器ユニットの上面を示す回路図である。
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【図７】　図７は、本発明によるセキュリティデバイスを示す回路図である。
【図８】　図８は、本発明による制御アルゴリズムの輪郭図である。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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